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《運動会へのご協力・ご支援ありがとうございました》
６月３日（日）盛会のうちに今年度の運動会を終えることができました。保護者・地域

の皆様のご協力とご支援に厚くお礼申し上げます。

１日（金）には、学校周辺の清掃などの環境整備をしていただきました。また、テント

張りなど、会場設営にご協力いただきました。

運動会当日は、学校及び学校周辺の巡回をしながら不審者への警戒や自転車の管理など

をしていただき、運動会の円滑な進行にご協力くださいました。

当日は、午後雨に見舞われ、進行の心配をいたしましたが、幸いにして軽い雨にとどま

り予定通り終えることができました。しかしテントが濡れたため当日しまい込むことが出

来ませんでした。止むを得ず、代休明けの５日（火）に収納作業を行いましたが、多数の

保護者の皆様のご協力を得て短時間で収納することができました。

ＰＴＡ種目に実施につきましても、周到に計画をしていただきました。多くの皆様が楽

しく参加され、親睦を深めていただくことができました。

何よりも、５６１名の児童全員が参加でき、地域・保護者の皆様の大きな声援を受ける

ことができましたことを大変うれしく、またありがたく思っております。

ご多用の毎日にもかかわらず、事前の準備から当日の運営、事後の整理まで御協力をい

ただきましたことに心より感謝申し上げます。

子どもたちに必要な力をつけていくことが出来るよう、これからも全教職員が力を合わ

せて努力してまいります。

《マナーも良かったのでは》マナーは大人の生きる力です！
地域・保護者の方々の学校内でのマナーも向上しつつあるというのが、運動会終了後の

保護者の皆様の感想です。テントの中や立見席では、譲り合って、気持ちの良い応援の姿

が見られました。大変喜ばしいことでした。一方、数本のたばこの吸い殻が片づけた後の

運動場に落ちていました。数本とはいえ、「これがなかったらなあ」という声が・・・。

《１年生の運動会》
開会式：１年生が元気いっぱいに宣言してくれました。

○はじめてのうんどうかい どきどきわくわくたのしみです

○げんきいっぱいの めざまし たいそうが だいすきです

○かけっこもたまいれも いっしょうけんめいがんばります

○おうえんしてください

入学からわずかに二月、１年生は、この言葉のとおり、どきどきしながらも、走り、球

を投げ、大きな声で歌い、兄さん姉さんを応援してくれました。すっかり江波っ子です。



大空にとどいた江波っ子パワー！
閉会式：６年生の進行係が、今年の運動会を見事にまとめてくれました。

ついに、運動会が終わりに近づいています。赤組も白組も、とてもはりきっていて、か

っこよかったです。今回の運動会のテーマは、「大空にとどけ、江波っ子パワー」でした。

ぼくたちのパワーは大空に十分とどいたと思います。

今回、１年生のみなさんは、初めての運動会でしたね。楽しかったですか。見ていて、

とてもかわいらしかったし、かけっこも、玉入れも一生けん命がんばっていました。１年

生だけでなく、２年生から６年生のみなさんも、一生けん命でした。

これまで、暑い中、練習もがんばってきました。できなかった動きも、いっぱい練習し

て、できるようになった人がたくさんいました。私たちは、その練習の成果が出せたと思

います。

今年の運動会は、赤組が勝ったけど、白組もしっかりがんばったので、良いと思います。

たくさんの人が見ている前では、きんちょうしたと思います。お母さん、お父さんたちの

前で、がんばったところを見せられてよかったですね。この運動会は、とても心に残った

運動会になりました。

《走ったよ！》

日曜日にうんどう会がありました。かいかいしきの、とき、わたしは、すっごくきんち

ょうしました。すると、かけっこの、でばんがきました。わたしは、でばんが、１ばんさ

いしょでした。すると、わたしは、「なんばんに、なるかな。」ときんちょうしました。

はしったしゅんかん、おばあちゃんたちが、「にちか」と、よびました。でもわたしが、

はしっているから、おばあちゃんたちの声は、ぜんぜんきこえませんでした。おわったあ

と、おかあさんが、「足はやかったね。」と、ほめてくれました。うれしかったです。
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初夏の言葉

う
ま
れ
た
と
き
の
は
な
し

徳
島
県

竹
内
紘
子

―
―
る
せ
ぇ
ん
だ
よ
ぉ
、
勝
手
に
産
み
や
が
っ
て
。
が
た
が

た
ぬ
か
す
な
。
あ
あ
し
ろ
、
こ
う
し
ろ
っ
て
ム
カ
つ
く
ん
だ

よ
ぉ
、
ば
ば
ぁ
。

―
―
ち
ょ
っ
と
、
黙
っ
て
聞
い
と
っ
た
ら
、
え
え
か
げ
ん
言

い
た
い
放
題
言
う
て
く
れ
る
や
な
い
か
。
子
ど
も
つ
く
る
の

は
、
小
麦
粉
に
砂
糖
入
れ
て
油
で
あ
げ
て
ド
ー
ナ
ツ
作
る
の

と
は
訳
が
ち
が
う
ん
じ
ょ
。
産
む
っ
て
い
う
の
は
、
命
が
け

じ
ょ
。
身
体
の
中
か
ら
命
を
出
す
ん
じ
ゃ
。
体
が
裂
け
て
メ

リ
メ
リ
い
う
。
勝
手
に
産
み
や
が
っ
て
な
ん
て
き
い
た
ふ
う

な
こ
と
い
う
け
ん
ど
、
命
が
そ
な
い
に
簡
単
に
創
れ
る
か
。

母
さ
ん
に
な
ん
ち
ゅ
う
口
き
く
ん
じ
ゃ
。

ツ
ッ
パ
リ
兄
ち
ゃ
ん
と
、
お
ど
お
ど
母
ち
ゃ
ん
を
前
に
、
教

師
は
今
日
も
怒
鳴
っ
て
い
る
。

日
本
語
の
通
じ
な
く
な
っ
た
若
者
と
、
怒
鳴
り
あ
う
時
は
方

言
に
限
る
。
「
る
せ
ぇ
」
だ
の
「
ム
カ
つ
く
」
だ
の
わ
け
の
わ

か
ら
な
い
コ
ン
ビ
ニ
語
に
く
ら
べ
り
ゃ
方
言
は
地
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
血
の
言
語
。
根
の
深
さ
・
濃
さ
が
違
う
。
勝
負
す
る

に
は
千
年
早
い
。
ほ
ざ
く
な
、
ク
ソ
ガ
キ
。

言
葉
は
本
来
、
木
や
紙
に
残
す
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た

は
ず
だ
。
口
や
体
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
だ
。
そ
の
地
の

土
と
光
と
空
気
の
中
で
、
目
と
ぬ
く
も
り
と
雰
囲
気
が
媒
介
す

る
も
の
だ
。

（
以
下
略
）

（
日
本
方
言
詩
集

川
崎

洋

編

よ
り
）




